
（吹田市職労）

　７月16日、JR吹田駅前さんくす夢広場で、吹田市
平和の塔祈念献花式が催されました。
　吹田市平和の塔は、1960年、戦争のない平和な世界
と核兵器の廃絶を願う市民と吹田市によって建てられ
ました。再開発事業のため撤去されましたが、「平和
のシンボルを再建しよう」と市民の募金によって、
1980年に再建されました。それから、毎年、実行委員
会による献花式が行われています。吹田市が1983年に
採択した「吹田市非核平和都市宣言」も平和の塔のも
とに、その碑文が刻まれています。

　今年は、３年ぶりに通常
の形式で開催されました。
ヒロシマ・ナガサキの犠牲
者と戦争で亡くなられたす
べての犠牲者のために全員
で黙とうをささげました。
　実行委員長は、「ロシア
によるウクライナ侵攻にお
いて核使用を示唆する態度
に国連総会が『ロシアを非
難する特別決議』を採択
し、昨年１月には核兵器全
面禁止条約も発効したもと
で、献花式の意義は一層高
まっている」とあいさつを
述べられました。
　吹田市長と吹田市議会議長のあいさつのあと、献辞
の朗読、そして、二つの地区子ども会から千羽鶴が吹
田市原爆被害者の会に伝達されました。最後に実行委
員長、市長、市議会議長を先頭に、平和の塔に献花を
行いました。
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出題者：山本汎昭さん

非核平和の願いをこめて
吹田市「平和の塔」祈念献花式

ヒント：夏の必需品です
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　自治労連の火災共済は、次の３つの大きな特徴があ
ります。①民間保険と違って全国一律掛金で、しかも
断然安いことが魅力。②特約なしでもワイドな保障。
火災はもちろん、落雷や車両飛び込みも。風水雪害・
地震等には見舞金をお支払します。③他の保険や共済
に関係なく契約に基づいた共済金をお支払いします。

火災共済にぜひ加入を火災共済にぜひ加入を
断然安い掛金・特約なしでもワイドな保障

落雷でパソコンが壊れた！

500円円（耐火は250円）（耐火は250円）でで1000万円万円の保障！の保障！
月 掛 金
たったの

まさか

の備え

<加入例>

月額掛金 構造 借家にお住まい 持ち家にお住まい

250円 耐火 家財の保障　　　

1,000万円
家財の保障　　　

 400万円
建物の保障　　　

 600万円500円 木造

保障額は居住面積・家族の人数により設定できます。最高限度は建物
4,000万円、家財2,000万円まで。掛金月額１口５円（耐火は2.5円）
につき保障10万円。

★ 詳細は組合書記局までお問い合わせ下さい

こんな場合も火災共済がお役にたちましたこんな場合も火災共済がお役にたちました

月掛金はたったの
125円です


